
        
 
 
 

        
⼦どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査） 

＜妊婦の⾎中重⾦属濃度と⽣まれた⼦どもの⼝唇⼝蓋裂との関連について―エコチル調査＞ 
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の研究チームは、エコチル調査の約 2,100 組の親⼦のデータから、妊婦の⾎中重⾦属濃度

と⽣まれた⼦どもの⼝唇⼝蓋裂との関連について解析しました。その結果、妊婦の⾎中重⾦

属濃度は、⽣まれた⼦どもの⼝唇⼝蓋裂と関連が認められませんでした。この結果から、⼝

唇⼝蓋裂の発症原因に関する研究が発展することが期待されます。 

なお、今回の妊婦の⾎中重⾦属濃度は総じて低かったため、解析には限界があり、さらに

妊婦の⾼い⾎中重⾦属濃度と⽣まれた⼦どもの⼝唇⼝蓋裂との関連については、今後の検討

課題となります。 

本研究の成果は、令和 4 年 3 ⽉ 25 ⽇（⽇本時間 午前 3 時）付で Public Library of 

Science から刊⾏される学術誌「PLOS ONE」に掲載されました。 

※本研究の内容は、すべて著者の意⾒であり、環境省及び国⽴環境研究所の⾒解ではあり

ません。 

 

 



        
 
 
 

        
1. 発表のポイント 

・重⾦属（鉛、カドミウム、マンガン、⽔銀）に関して、妊婦の⾎中重⾦属濃度と⽣まれた

⼦どもの⼝唇⼝蓋裂との関連は認めなかった。 

 

2. 研究の背景 

⼦どもの健康と環境に関する全国調査（以下、「エコチル調査」）は、胎児期から⼩児期

にかけての化学物質ばく露が⼦どもの健康に与える影響を明らかにするために、平成 22

（2010）年度から全国で 10 万組の親⼦を対象として環境省が開始した、⼤規模かつ⻑期

にわたる出⽣コホート調査です。臍帯⾎、⾎液、尿、⺟乳、乳⻭等の⽣体試料を採取し保

存・分析するとともに、追跡調査を⾏い、⼦どもの健康と化学物質等の環境要因との関係を

明らかにしています。 

エコチル調査は、国⽴環境研究所に研究の中⼼機関としてコアセンターを、国⽴成育医療

研究センターに医学的⽀援のためのメディカルサポートセンターを、また、⽇本の各地域で

調査を⾏うために公募で選定された 15 の⼤学等に地域の調査の拠点となるユニットセンタ

ーを設置し、環境省と共に各関係機関が協働して実施しています。 

⼝唇⼝蓋裂は唇と上顎の形成不全を特徴とする先天性形態異常です。⽇本では出⽣ 1 万

⼈あたり 17-19 ⼈に認められ、この頻度は世界の中でも⾼いとされています。⼝唇⼝蓋裂

の原因に関しては複数の要因が関連するとされていますが、いまだ定まった⾒解はありませ

ん。ここ数年、海外からの報告では妊婦の重⾦属ばく露と⽣まれた⼦どもの⼝唇⼝蓋裂との

関連が⽰唆されています。しかし、これらの報告では妊婦が直接受けた重⾦属のばく露量を

測定していないなどの問題もあります。 

今回私たちの研究チームでは、エコチル調査のデータの中から、妊婦の⾎中重⾦属濃度を

指標として、⽣まれた⼦どもの⼝唇⼝蓋裂との関連について解析を⾏いました。 

 

3. 研究内容と成果 

⽣後 1 ヶ⽉以内に⼝唇⼝蓋裂と診断された 192 ⼈の⼦どもと、年齢や⽣活習慣（喫煙な

ど）、ストレスなどの⺟親の特性を合わせた 1,920 ⼈の⼝唇⼝蓋裂のない⼦どものデータ

を⽤いて⽐較を⾏いました。この結果、４種類の重⾦属（鉛、カドミウム、マンガン、⽔

銀）に関して、妊婦の⾎中重⾦属濃度は⽣まれた⼦どもの⼝唇⼝蓋裂との関連を認めません



        
 
 
 

        
でした。また、対象集団や統計解析⼿法などを変えた追加解析においても同様の結果が得ら

れました。 

⼀⽅で、今回の妊婦の⾎中重⾦属濃度は、総じて国際的に設定されている危険域を超える

⽔域ではないため、さらに⾼い妊婦の⾎中重⾦属濃度と⽣まれた⼦どもの⼝唇⼝蓋裂との関

連に関しては否定できず、今後の研究が待たれます。 

 

4. 今後の展開 

今回の対象集団では、総じて妊婦の⾎中重⾦属濃度は低いものであり、このことが結果に

影響を与えた可能性はあります。したがって、さらに⾼い妊婦の⾎中重⾦属濃度では、⽣ま

れた⼦どもの⼝唇⼝蓋裂との関連が認められる可能性があり、今回の対象集団と同じ妊婦の

⾎中重⾦属濃度を維持または低減するような⼀層の努⼒が私たちに求められることが⽰唆さ

れます。 

引き続き、⼦どもの発育や健康に影響を与える化学物質等の環境要因を明らかにしていく

ことが期待されます。 

 

5. 参考図 

＜該当なし＞ 

 

6. 補⾜ 

＜該当なし＞ 

 

7. ⽤語解説 

＜該当なし＞ 
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